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は じ め に

ポートフォリオ（Portfolio）は，本来は「紙ばさ

み」あるいは「書類入れ」を意味する英語からきて

いるが，最近の日本の金融業界では，資本を持つ投

資家が自らの資産を複数の金融商品に分散するこ

と，またその投資した金融商品の組み合わせを指す

ことに用いられる場合が多い．しかし，元来は建築

家やジャーナリストが，自らの仕事歴を整理・蓄積

したもの，創作してきた「作品」を写真などにして

ファイルにしたものを指し，自分の実績をクライア

ントなどに持参して批評や評価を受けるために使用

されてきた．また，ファイルはその語源から綴じて

保管する「紙入れ」であり，対してポートフォリオ

は入れ替えが自由な「紙ばさみ」であることから，

ポートフォリオは途中経過資料とも解釈されるが，

ポートフォリオで重要なことは，バラバラなもの（情

報）を一つにまとめる（一元化）ことである．

それとは別に，教育・研究関連においては，学習

者が生涯学び続ける学習スキルの一つとして，「学習

者が自発的に学びの伸びや変容を多面的多角的に，

かつ長期に評価し，新たな学びに生かすために，振

り返りを通して獲得した学習成果をみることができ

る記録集」をポートフォリオと呼び，小学校教育か

ら大学院教育まで利用されるようになり，さらに，

ポートフォリオを学習評価法として用いている．例

えば，小学校の場において，総合的学習時間が開始

されているが，知識を行動に変える能力を総合的に

評価するためにポートフォリオが活用されている．

また，欧米の医学教育では以前からポートフォリ

オが取り入れられており ，日本での医療関連教育

分野においても，歯学生 ，薬学生 ，看護学生 ，保

健師 ，理学療法士 ，視能訓練士などの教育に導入さ

れてきている．最近では，歯科医師臨床研修 ，看護

師教育 などの医療現場にも用いられるようにな

った．

当然のことながら，医学教育の場においても，医

学生 や研修医教育 などにポートフォリオが

導入され始め，大学院医学教育 にも活用されるよ

うになってきた．

近畿大学医学部小児科学教室では，平成17年度よ

り小児科クリニカル・クラークシップにポートフォ

リオを導入し，その成果について検討してきた ．ま

た，近畿大学医学部附属病院初期臨床研修にも，簡

単なポートフォリオを取り入る試みを始めた．それ

らの経験を踏まえて，医学教育におけるポートフォ

リオについて概説していく．

ポートフォリオ評価（Portfolio assessment)

教育分野において，単にポートフォリオといった

ときには，学習者が作り出した作品を指す場合と，

ポートフォリオを用いた「ポートフォリオ学習法」

や「ポートフォリオ教授法」，および「ポートフォリ

オ評価」や「ポートフォリオ評価法」などを意味す

る場合があり，注意を要する．

ポートフォリオ評価法は，総合的な学習評価法と

して，ロンドン大学のS.Clerk教授を中心に考案さ

れ，1980年代後半にイギリスやアメリカで取り入れ

られ，1990年代後半に日本に導入された．従来の科

目テストや知力テストで測定できない個人能力の質

的評価方法として注目されてきた．学習過程で生徒

が作成したさまざまなものを収集し系統的に選択

し，教師とともに生徒自身も自己評価を行い，ステ

ップアップしていくというものである．学習者の学

習進行状況および到達状況を示す学習の成果を継時

的にファイルしたポートフォリオは，知識および態

度・習慣の評価に適している．また，継続的に行わ

れる一種の自己評価であり，学習者にとってランド

マークになる資料をファイル化したことにより，キ

ャリア形成にも活用できる．

マーストリヒト大学のEW.Driessenらは，ポー

トフォリオの３つの機能として，⑴学習者自ら計画

し自分の学びをモニターできること，⑵振り返り（省

察：reflection）をすることによるコーチングやメン

タリングの側面があること，⑶学習の成果を証拠と

して挟み込むことで総合的評価が可能になることを

挙げており，ポートフォリオが自己学習能力や自己

評価能力を向上させる可能性を指摘している．この
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学びの課程をファイルしたポートフォリオは，試験

成績よりも学習者の学びを最もよく反映する指標と

言われている（図１) ．特に，『質の高いポートフォ

リオ』を用いた学習と評価は，その活用によって優

れた学習効果が得られると考えられている．この『質

の高いポートフォリオ』にするには，時間が費やさ

れるため，学習者はきちんと評価されないとわかる

と一生懸命に作成する可能性が低くなり，誤った結

論を導き出すことになる．『質の高いポートフォリ

オ』の作成には，より基本的なそして専門的なポー

トフォリオに関する認識が求められる．そのために，

ある一定の評価規準によって質を保つ必要がある．

また，評価者の複数回のフィードバックの有無が，

ポートフォリオの質にも繫がる．評価者の度重なる

フィードバックや面談によって作成を促すこと，時

間を確保すること，そして厳密な評価規準によって，

『質の高いポートフォリオ』を作成していくことが大

切となる．

大学院医学教育でのポートフォリオ

九州大学医学部医学系学府博士課程では，平成18

年魅力ある大学院教育イニシアティブ「臨床研究活

性化のための大学院教育改革」ポートフォリオ部会

のもと，平成19年度入学生からこれまでの修了時評

価に加えて，継続的発展的なポートフォリオ評価を

試行的に導入し始めた ．これまで大学院の修了と

学位の認定は，科目の履修単位，研究活動の成果と

して作成された１編の原著論文と周辺知識について

の口頭試問に基づいて行われてきた．しかし，これ

では博士課程の間に学生が学んだことや研究活動を

正確に把握することは困難であり，教員の指導プロ

トコールに基づき，習得したことや経験したことを

ポートフォリオにまとめて，日々の学習到達度の速

やかな把握，様々な角度からの評価を行なうとして

いる．論文のみの評価から学術活動の総合的評価に

移行させ，学習指導と成績評価を適正化して，その

記録をデジタル化している．

電子媒体を用いたe-portfolioは，フィードバッ

クを受ける回数が増えやすくなり，そのことで学習

者の振り返りを促しやすいとされている．但し，e-

portfolioはファイル全体を手でぱらぱらとみると

いう意味で俯瞰はしにくいと考えられ，e-portfolio

は通常のポートフォリオの一部として活かすべきと

言われている．

クリニカル・クラークシップにおける

ポートフォリオ

近畿大学医学部小児科がクリニカル・クラークシ

ップ（clinical clerkship：CC）にポートフォリオを

導入した目的は，１.CCで行った事柄をやりっ放

しにせず，記録を残し振り返る事ができるようにす

る，２.学生と指導医とのコミュニケーションを密

にする，３.目標を設定する事によって，積極的に

実習に取り組む姿勢を身に付けるなどによる．

現在，小児科CCを廻る５年生および小児科CC

を選択した６年生全員にポートフォリオを用いて学

習させている．小児科CCのやり方は，学生１人に対

して指導医１人を配置して，マンツーマンで指導に

当たっている．５年生のCCでは，病棟実習に加え

て，スモールグループティーチング（small group
 

teaching：SGT）を行ない，事前に勉強すべき内容

を学生に呈示して予習させるようにし，スライドや

資料を用いて学生に質疑応答を行いながら講義をし

ている．一方，６年生ではSGTは行わず，１週間の

病棟実習に加えて，１週間ずつNICU実習および市

中病院でのプライマリ・ケア体験実習をさせている．

さらに，６年生には乳児検診，腎生検，ワクチン，

心臓カテーテル検査などの際に見学するだけでな

く，なるべく手技の介助をさせている．また，週２

回のモーニングカンファレンス時に，５年生，６年

生ともに，最低１症例はプレゼンテーションを行な

わせている．

ポートフォリオの実際のやり方は，教育担当者が

初日の月曜朝に学生に対してオリエンテーションを

行い，実習の予定とポートフォリオについて詳しく

説明し，各種シートを配布する．ポートフォリオは

振り返った時にすぐに書き込みしやすいように，ク

リアファイルではなく，Ａ４サイズの２つ穴のリン

グファイルにさまざまな紙を綴じてもらっている

（図２）．初日の午前中に各自の目標を設定するが，

目標は実習途中に随時追加することができるように

図 臨床能力の評価
単に知っている（Knows）はMCQで，知っ
ていることを活用するすべを知っている
（Knows how）はCBTで，どのように振舞う
か（Shows how）はOSCEで，実務の中で役
割を発揮できるか（Dose）はポートフォリオ
で評価する

岡 田 満78



している．最初に，ゴールの明確化シートに小児科

CCで学びたいと思っている事，目指す医師像など

を列挙してもらい，最後に医師になるために必要と

考えている事を書き出してもらい，その後に，目標

設定シートに最終目標を記入してもらっている．次

に，日々の行動記録シートに，その日の行動予定，

実際に行った事などを毎日１枚ずつ書き込んでもら

い，指導医が毎日の記録を確認している．プレゼン

テーション評価シートは，学生が行った症例プレゼ

ンテーションを３名の指導医が評価し，項目ごとに

チェックし点数化して合計点を記入している．また，

良かった点や悪かった点をコメントとして具体的に

書き出している．総合評価と今後の計画シートは

CC終了時に最後に総括してもらい，今後の課題と

して記載させている．また，ポートフォリオには，

各シートと各自の講義メモ，資料，文献などを集め

て作成してもらっている（図３，４，５，表１）．CC

が終了した翌週に，ポートフォリオを提出してもら

い，最後に教育担当者が閲覧して，コメントを記載

してポートフォリオを学生に返却している．そのた

め，症例レポートは廃止している．一方，指導医に

対しても，ポートフォリオ開始前にポートフォリオ

について教育担当者から解説を行い，５年生，６年

生それぞれのポートフォリオ手順書を配布してい

る．

小児科CCを履修した平成17年度の５年生，６年

生，および平成18年度の５年生，６年生全員にアン

ケート調査を行っている．アンケート評価は５段階

図 患児からもらった折り紙

図 自己学習した資料

図 心カテーテル検査時のメモ

図 学生ポートフォリオ
書き込みしやすいようにクリアファイルでは
なく，２つ穴あきのファイルを使用した

表 ポートフォリオに入れた学習成果の収集物

・週間予定表 １枚

・目標設定シート １枚

・ゴールの明確化シート １枚

・日々の活動記録シート 10(５年生) 15枚(６年

生)

・総合評価と今後の計画 １枚

・SGT評価シート １枚(５年生のみ)

・回診プレゼンテーション評価シート ３枚

・自己学習資料

・文献，自分のメモ，検査記録簿など

・その他 (実習中に患児からもらった物など)
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評価と自由記載にて行い，指導医にも平成17年度終

了時に自由記載のアンケートをしている．ポートフ

ォリオに関連する５段階評価の結果（図６）では，

６年生が５年生より全ての項目において評価は高

く，平成18年度の６年生が17年度の６年生より明ら

かに高い評価がみられた．特に，平成18年度の６年

生では，目標に対する設定，意義，意識，および達

成度などの項目で高い評価を示していた．この結果

は，６年生では小児科CCを選択したという意欲の

差と５年生で既にポートフォリオを経験してきたこ

と，ならびに教員側もポートフォリオに慣れてきた

結果と考えられ，ポートフォリオは経験を積み重ね

て慣れることによってより活用できると考えられ

た．また，ポートフォリオの印象では，学習目標を

意識してCCに取り組めた．モチベーションが維持

できたとの意見が多くみられた．自由記載（表２）

では，目標をしっかり立てて，常に何ができて何が

できないのかを意識して，達成ができたかを自分自

身で確認しながら実習することができた，１日の目

標や到達度，明日への予定が立てられるようになり，

実習が充実していた，などの肯定的な意見が多くみ

られた．一方，記載事項が多い，ポートフォリオが

十分に理解できなかった，毎日の目標が同じ様な内

容になってしまった，などの問題点も上げられた．

また，ポートフォリオを評価には使用してほしくな

いとの意見もみられた．

一方，指導医からの意見では，学生にフィードバ

ックすることが多くなり，より双方向のコミュニケ

ーションが増した，学生の自己学習内容や実習に対

する取り組み姿勢も把握することが可能になった，

実習状況を振り返ることが可能となり，省察などを

行うことができた，ポートフォリオは形成的評価に

は適するが，総括的評価には不向きであると思われ

た，などの意見がみられた．

卒前教育のCCでは，学生各自の日々の活動目標

が曖昧となりやすいが，ポートフォリオを用いるこ

とにより，学習目標と達成度が明確化され，学習意

欲を高める効果は十分にあると考えられた．実際に，

小児科CCでの目標を最初に立てることによって，

充実したCCを過ごそうとする意欲が湧き，細かい

事柄についても列挙していくことにより，全体像が

整理しやすくなったと考えられる．また，日々の行

動を記録することにより，１日１日の行動目標が明

らかとなり，その日を振り返ることによって，その

日の到達度などが確認できることがよく理解でき

る．総合評価と今後の計画にても，自分で学べた点

や今後の課題などを実際に文章にすることによって

より明確化され，CCでの実習の整理ができやすい

と思われた．さらに，学生が行う症例プレゼンテー

図 ポートフォリオに関するアンケート評価
全ての項目において，６年生が５年生より，平成18年度の６年生が平成17年度の６年生より，明
らかに高い評価を示していた

表 学生からのポートフォリオに関連する意見

・ポートフォリオは見つめ直すのには有意義であっ

た(９)

・ポートフォリオにより充実したクリクラができた

(３)

・日々の記録は目標を意識するには良かった

・ポートフォリオにより学習意欲が湧いた

・記載事項が多かった(２)

・ポートフォリオが十分に理解できなかった

・目標が似たようなものになってしまった

・ポートフォリオを評価には使用してほしくない
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ションの要点を配布資料の中に入れておき，評価す

る項目も明確にしておくことによって，プレゼンテ

ーション評価における現病歴，既往歴，身体所見な

どが重要項目であることが理解でき，それらを正確

に表現できる能力を養うことの大切さも認識しても

らえたと考えられた．SGTにおいても，一方向的に

講義を行うのではなく，講義内容について学生にま

ず予習をしてもらい，知識を高めてもらってから，

質疑応答を繰り返しながら講義を進めていくことに

より，学生の興味と学習理解程度の把握が可能にな

ったと思われた．

これまでの報告 などから，卒前教育における

ポートフォリオの評価は，医学生の自己学習におけ

る効果が認められると言われている．特に，より深

い領域の知識の獲得や理解を高めるためには非常に

有用であると評価されている．また，振り返りとい

う行為が深い自己洞察に繫がっており，ポートフォ

リオを活用することは，振り返りが促され，その結

果自己分析をもたらしていると考えられる．ポート

フォリオを用いた評価は，同時に教員（学習支援者）

と医学生（学習者）の関係も向上させ，フィードバ

ックが改善されて，さらに医学生の求めるニーズの

把握につながり，講義もより洗練された内容となる．

ときに，メンタルサポートにも役立ち，最終的な進

路決定にも重要な役割をなしているとも考えられ

る．問題点としては，ポートフォリオに割かれる時

間的制約が，大きな課題である．そのため，返って

他の学習効果を損なうことが危惧されるが，それ以

上の効果があると考えられている．CCにポートフ

ォリオを導入することは，その都度フィードバック

するという，「進行中の評価（ongoing assessment）」

および「形成的評価（formative evaluation）」によ

り，自己のモチベーションを高め，振り返りの技術

や成長の支援として十分な効果があると考えられ

る．

初期臨床研修におけるポートフォリオ

初期臨床研修において，ポートフォリオを用いた

報告は既にいくつかみられる ．しかし，卒後教育

でのポートフォリオは，卒前教育ほどの高いレベル

の研究成果はみられていないのが現状である．その

中で，大学病院にてポートフォリオを活用している

施設として，聖マリアンナ医科大学附属病院がある．

ポートフォリオによる行動評価により，記録して自

分で振り返り，分析して自分で解決策を見いだして

いくことが，臨床でもっとも大切な力を身に付ける

ことになる，との方針で使用されている．これまで

の研究成果から，ポートフォリオは研修医の評価に

おいて，ある一定の成果を挙げている模様である ．

我々の総合医学教育研修センターでは，初期臨床

研修での通常の評価は，オンライン卒後臨床研修評

価システム（Evaluation system of Postgraduate
 

Clinical Training：EPOC）にて行なっている．今

回，卒後臨床研修評価を受審するに際し，必要事項

の研修医手帳の代用として，研修医各自の記録をひ

とつのファイルにまとめることにより，ポートフォ

リオの体裁を得ることができた（図７）．収集内容物

としては，研修医が作成し指導医にチェックしても

らった研修レポートを中心に，紙ベースの評価シー

ト，研修医自身が行なったモーニングセミナーでの

発表内容，研修医が発表した学会や研究会での抄録

集および論文，その他にも中心静脈カテーテル講習

会修了書やACLS受講書などをファイルに入れた．

そして，そのポートフォリオを研修修了式に研修医

全員に手渡した．今後，各分野の認定医や専門医に

なる際に，これまで受け持った症例の記録が活かさ

れる場面が多くみられると確信している．

ポートフォリオは研修医（学習者）と指導医（学

習支援者）が作り上げて行くことで，継続性が高ま

り，より高い専門性を自ら学ぼうとする姿勢を養っ

たり，個人レベルにおいて自己責任を意識させる効

果が上げられる．ポートフォリオには，日々の仕事

をやりっ放しにせず，客観視しながら遂行するよう

な，成長過程における自己評価が可能であるためと

考えられる．

お わ り に

専門職としてのプロ意識を高めるために有用なツ

ールとして，またコンピテンシー（Competency）を

養うためのツールとして，ポートフォリオが世界的

に注目されている．

成人学習理論では，身近な問題や事象に興味をも

図 初期臨床研修医のポートフォリオ
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つとその問題を解決したり，事象を理解するために

自己決定的に学習するのが大人であると言われてい

る．学習者は問題の所在がどこにあるのか，その問

題を解決するために何を学習すべきか（自己決定学

習），自己学習の結果まだ何が不足しているのかを省

察しながら，問題解決へと学習を進めることができ

る．この能動的な学習手法は医師にとっても継続す

べきことであり，そのため全ての医師は常に自己を

省みながら，自らを高める医師として生涯学習をす

る必要性がある．その意味で，学習者である医学生

や研修医は自己省察しながら前向きに学習するひと

として，教育していくことが非常に重要である．

最後に，ポートフォリオは専門家（Profession）を

養成する手法として，今後さらなる活用が期待され

る．
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